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はじめに
多毛類（多毛綱・環形動物門）はゴカイやイ
ソメの仲間としてよく知られる蠕虫形の動物の一
群である．一般には釣りの餌程度にしかなじみの
ない生き物であるが，日本国内からこれまでに約
930 種が報告されており（今島 , 2001），ほとんど
の海域においてその種数，個体数，生物体量（バ
イオマス）で優占する主要なマクロベントスの一
つである．
多毛類の食性は様々で，より小型の動物を捕食
するもの，大型動物に寄生するもの，砂泥を飲み
込み含まれる有機物を摂取するもの，海水中の懸
濁物を濾過摂食するものなどがある．一方，多毛
類は魚類や甲殻類などの大型動物に餌資源として
利用され，海洋生態系の中で重要な役割を果たし
ている．
利尻島の多毛類は今島らにより 7科 21種が記録
されているが ( 表１参照 )，調査地点も限られてお
り、十分な調査が行われたとは言えない状況にあ
る．そこで，本研究では利尻島の潮間帯にどのよ
うな多毛類が生息しているか調査を行った．
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Abstract. Thirty-eight species belonging to 15 families of polychaetous annelids were recorded from the 

intertidal zone of Rishiri Island, Hokkaido, northern Japan. 

材料と方法
採集は 2001 年 7 月 20-22 日に利尻島の潮間帯
８地点で行った．
仙法志，沼浦，野塚，南浜，富士野園地の岩礁潮
間帯で転石下に生息する多毛類を見つけ取りしたほ
か，海藻，砂，砂礫などの基質から洗い出しによっ
て抽出を行った．さらに，鬼脇漁港，栄浜漁港，新
湊漁港では港内に設置されたロープ，古タイヤの表
面に付着している海藻，ホヤ，コケムシなどの付着
生物を採取し，そこに生息する多毛類を実験室内で
抽出した．
以上の採集によって得られた多毛類標本は塩化マ
グネシウムを用いて麻酔した後，10％海水ホルマリン
により固定して持ち帰り，70％エタノール中に保存し
た．多毛類標本の一部は解剖を行い，口吻や疣足
をはずして光学顕微鏡で観察した．本研究により種
名の確定した標本は利尻町立博物館に収蔵する．

結果

POLYCHAETA 多毛綱
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Capitellidae　イトゴカイ科
Capitella sp.1
15 個体，スガモの根際，沼浦，2001.7.20
胸部の剛毛は全て針状剛毛

Capitella sp.2
1 個体，沼浦，2001.7.20
2 個体，野塚，2001.7.21
針状剛毛は第 4-5 体節に限られ，第６体節以降
は鉤状剛毛

Mediomastus sp.
1 個体，スガモの根際，沼浦，2001.7.20

Orbiniidae　ホコサキゴカイ科
Naineris laevigata (Grube, 1855)
ツブラホコムシ
35個体，スガモの根際，沼浦，2001.7.20
16 個体，野塚，2001.7.21
4 個体，野塚，2001.7.22

Polynoidae　ウロコムシ科
Harmothoe praeclara (Haswell, 1883) 
ヤスリウロコムシ
9個体，付着生物の間隙，栄浜漁港，2001.7.20
3 個体，沼浦，2001.7.20
2 個体，転石下，仙法志，2001.7.21
2 個体，野塚，2001.7.21
1 個体，野塚，2001.7.22

Pholoididae　フォロエ科
Pholoe parva Imajima & Hartman, 1964
3 個体，南浜，2001.7.22

Chrysopetalidae　タンザクゴカイ科
Chrysopetalum occidentale Johnson, 1897 
タンザクゴカイ
8個体，スガモや海藻の根際，沼浦，2001.7.20
1 個体，沼浦，2001.7.21
1 個体，鬼脇漁港，2001.7.21

3 個体，野塚，2001.7.21
1 個体，南浜，2001.7.22

Nereididae　ゴカイ科
Nereis pelagica Linnaeus, 1758 
フツウゴカイ
1個体，野塚，2001.7.22
7 個体，栄浜漁港，2001.7.20
6 個体，沼浦，2001.7.20
3 個体，付着生物の間隙，新湊漁港，2001.7.20

Nereis vexillosa Grube, 1851 
エゾゴカイ
1個体，付着生物の間隙，新湊漁港，2001.7.20

Nereis zonata Malmgren, 1867 
ニシキゴカイ
1個体，野塚，2001.7.21

Syllidae　シリス科
Autolytus sp.
1 個体，付着生物の間隙，栄浜漁港，2001.7.20
1 個体，沼浦，2001.7.20

Brania clavata (Claparède, 1863) 
ホソテシリス
2個体，付着生物の間隙，栄浜漁港，2001.7.20
15 個体，スガモの根際，沼浦，2001.7.20
9 個体，野塚，2001.7.21
1 個体，南浜，2001.7.22
6 個体，野塚，2001.7.22

Exogone gemmifera Pagenstecher, 1862 
コンボウシリス
21 個 体， 付 着 生 物 の 間 隙， 栄 浜 漁 港，
2001.7.20
3 個体，沼浦，2001.7.20
2 個体，鬼脇漁港，2001.7.21

Odontosyllis maculata Uschakov, 1950 
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オハグロシリス
1個体，スガモの根際，沼浦，2001.7.20

Procerea prismatica (Fabricius, 1780) 
ミスジシリス
1個体，転石下，仙法志，2001.7.21

Sphaerosyllis erinaceus Claparède, 1863 
タマシリス
3個体，転石下，仙法志，2001.7.21
1 個体，南浜，2001.7.22
2 個体，沼浦，2001.7.20
7 個体，野塚，2001.7.21
5 個体，野塚，2001.7.22

Syllides japonicus Imajima, 1966
ジュズシリス
11個体，野塚，2001.7.21
1 個体，野塚，2001.7.22
3 個体，スガモの根際，沼浦，2001.7.20

Typosyllis aciculata orientalis Imajima & Hart-
man, 1964 
カスリシリス
2個体，付着生物の間隙，栄浜漁港，2001.7.20
4 個体，スガモの根際，沼浦，2001.7.20
3 個体，付着生物の間隙，鬼脇漁港，2001.7.21
1 個体，野塚，2001.7.21

Typosyllis alternata (Moore, 1908)
ムアシリス
3個体，沼浦，2001.7.20

Typosyllis fasciata (Malmgren, 1867) 
モノシリス
1個体，富士野，2001.7.20

Typosyllis variegate (Grube, 1860)
トラシリス
1個体，付着生物の間隙，栄浜漁港，2001.7.20

Phyllodocidae　サシバゴカイ科
Eteone cf. longa (Fabricius, 1780) 
ホソミサシバ
1個体，スガモの根際，沼浦，2001.7.20
1 個体，スガモの根際，野塚，2001.7.21

Eumida sp. 
1 個体，野塚，2001.7.22

Nereiphylla hera Kato & Mawatari, 1999
1 個体，付着生物の間隙，鬼脇漁港，2001.7.21

Nereiphylla cf. pusilla (Claparède, 1870)
1 個体，スガモの根際，沼浦，2001.7.20

Phyllodoce maculata (Linnaeus, 1767) 
ライノサシバ
1個体，野塚，2001.7.22

Protomystides longiantennata (Hartmann-Schröder, 
1981)
2 個体，沼浦，2001.7.20

Dorvilleidae　ノリコイソメ科
Dorvillea matsushimaensis (Okuda, 1954) 
アカスジイソメ（マツシマイソメ）
1個体，付着生物の間隙，新湊漁港，2001.7.20

Ophryotrocha sp.
1 個体，栄浜漁港，2001.7.20

Lumbrineridae　ギボシイソメ科
Lumbrineris japonica (Marenzeller, 1879) 
ギボシイソメ
9個体，野塚，2001.7.21
1 個体，野塚，2001.7.22

Acrocirridae　クマノアシツキ科
Acrocirrus uchidai Okuda, 1934
1 個体，付着生物の間隙，鬼脇漁港，2001.7.21
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Sabellidae　ケヤリムシ科
Chone sp.
11 個体，沼浦，2001.7.20

Euchone sp.
3 個体，幼若個体，付着生物の間隙，栄浜漁港，
2001.7.20
3 個体，幼若個体，野塚，2001.7.22

Serpulidae　カンザシゴカイ科
Circeis spirillum (Linnaeus, 1758) 
スベカワウズマキゴカイ
2個体，スガモの葉上，沼浦，2001.7.20

Neodexiospira alveolata Zachs, 1933 
キタウズマキゴカイ
1個体，栄浜漁港，2001.7.20
2 個体，沼浦，2001.7.20
8 個体，沼浦，2001.7.21
3 個体，野塚，2001.7.22
1 個体，新湊漁港，2001.7.20

Terebellidae　フサゴカイ科
Nicolea gracilibranchis (Grube, 1878) 
フタエラフサゴカイ
3個体，付着生物の間隙，鬼脇漁港，2001.7.21
1 個体，野塚，2001.7.22

Spionidae　スピオ科
Spio filicornis (Müller, 1766) 
マドカスピオ
1個体，野塚，2001.7.21
1 個体，沼浦，2001.7.20

Rhynchospio foliosa Imajima, 1991 
ヒロハスピオ
1個体，沼浦，2001.7.20

考察
調査の結果，未成熟な個体しか得られていないな

どの理由で種名の確定ができない 8種を含む 15科
38 種の多毛類が採集された．この中には本研究以
前に利尻島から報告された 8種が含まれるため、
30 種が利尻島からの初記録となる。これにより利
尻島の多毛類の記録は 16 科 51 種となった。この
うち種名が確定している 43 種についてこれまでの
知見と比較を試みる．
利尻島の多毛類の多くは北海道や東北地方など寒
冷な海域の潮間帯に普通に見られるものであった．
例えば，極東ロシア海域の多毛類をまとめ 38 科
382種を報告したUschakov (1955)との比較では，
今回種名の確定した 43 種のうち 25 種が極東ロシ
アとの共通種であった。これは利尻島の多毛類相が
多くの北方種で構成されることを示すものかもしれ
ない．
しかし、これまでに行われた利尻島の調査は潮間
帯に限られたものが多く，利尻島沿岸の多毛類相が
十分解明されたとは言い難い．今島（1992）は猿
払沖の水深 15-47m から，34 科 98 種の多毛類を
報告しているが，今回の結果と共通するのは 15 種
にすぎない．この原因はオホーツク海と日本海とい
う調査海域の違いより，むしろ潮間帯と潮下帯とい
う環境の違いによるものが大きいだろう．今後，利
尻島の多毛類相のさらなる解明のため，とくに潮下
帯以深の海域の詳細な研究が望まれる．
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